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対
話
型
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
ツ
ー

ル
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
話

し
言
葉
を
理
解
し
、
人
間
が
理
解
し
や

す
い
文
章
を
作
る
能
力
を
獲
得
し
た
ソ

フ
ト
だ
。
あ
ら
ゆ
る
質
問
に
対
し
、
Ａ

Ｉ
が
過
去
の
膨
大
な
文
献
を
読
み
解

き
、
さ
ら
に
は
将
来
の
予
想
も
含
め
て

最
適
の
回
答
を
短
時
間
に
導
い
て
く
れ

る
。
諸
々
の
挨
拶
文
や
手
紙
の
返
信
、

作
詞
作
曲
か
ら
今
夜
食
べ
た
い
メ
ニ

ュ
ー
の
選
択
ま
で
し
て
く
れ
る
夢
の
ソ

フ
ト
の
出
現
だ
。
著
作
権
や
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
、
あ
る
い
は
間
違
っ
た
回

答
を
し
た
場
合
の
賠
償
責
任
な
ど
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
発

達
し
た
魔
法
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
が
こ
れ

か
ら
も
不
可
逆
的
に
進
化
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
も
は
や
囲
碁
、
将
棋
や
チ
ェ
ス
の
世

界
で
、
Ａ
Ｉ
が
勝
つ
か
人
間
が
勝
つ
か

の
議
論
は
過
去
の
も
の
で
、
そ
れ
は
人

間
と
自
動
車
が
速
さ
を
競
っ
て
い
る
か

の
如
き
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
意
味
で

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
１
０
０
ｍ
競
争

は
生
身
の
人
間
が
持
つ
脚
力
の
限
界
に

挑
戦
す
る
意
味
に
お
い
て
意
義
が
あ
る

よ
う
に
、
囲
碁
、
将
棋
や
チ
ェ
ス
に
お

い
て
も
ま
た
然
り
な
の
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
内
蔵
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
も
人
気

だ
。
ペ
ッ
ト
に
似
せ
て
動
物
を
模
し
た

も
の
、
ま
た
人
間
の
言
葉
で
会
話
を
楽

し
め
る
も
の
な
ど
が
既
に
あ
り
今
後
の

さ
ら
な
る
進
化
に
期
待
す
る
一
方
、
昭

和
生
ま
れ
の
我
々
の
世
代
に
と
っ
て

は
、
あ
ま
り
に
も
急
な
変
わ
り
様
に
不

安
と
い
う
か
畏
怖
の
念
さ
え
覚
え
る
。

一
番
気
に
か
か
る
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

人
間
の
喜
怒
哀
楽
が
理
解
で
き
る
の
か

―

。
す
な
わ
ち
「
感
情
認
識
Ａ
Ｉ
」
の

開
発
が
可
能
な
の
か
？
で
あ
る
が
、
専

門
家
に
よ
る
と
怒
り
や
欲
望
な
ど
の
認

識
は
可
能
ら
し
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て

の
〝
微
妙
な
返
し
〞
ま
で
は
今
後
の
課

題
と
い
い
、
し
か
し
そ
れ
さ
え
も
時
間

の
問
題
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
と
、
い

ず
れ
人
間
と
喜
怒
哀
楽
を
共
有
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
の
出
現
も
夢
で
は
な
い
。
語
呂

合
わ
せ
だ
が
、
Ａ
Ｉ
＝
あ
い
（
愛
）
と

も
読
め
る
。
私
の
目
の
黒
い
う
ち
に
拗

ね
た
り
、
甘
え
た
り
、
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
の
駆

け
引
き
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
（〝
ラ
ボ
ッ

ト
〞
？
）
が
誕
生
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
楽
し
み
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
た
。
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ふ

す

移
住
世
帯
が
過
去
最
多
に

相
談
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
希

望
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
の
窓
口
へ
の
相
談
は
延
べ
２
６
７

６
件
で
、
令
和
３
年
度
よ
り
１
８
０
件

増
加
し
ま
し
た
。
市
は
こ
う
し
た
中
、

空
き
家
紹
介
だ
け
で
な
く
、
就
職
・
就

農
相
談
や
地
域
住
民
と
の
顔
合
わ
せ
へ

の
同
行
な
ど
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト

で
定
住
を
支
援
。
コ
ロ
ナ
禍
で
始
め
た

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
物
件
案
内
▽
京
都

市
に
開
設
し
て
い
る
「
あ
や
べ
定
住
サ

ポ
ー
ト
京
都
サ
テ
ラ
イ
ト
店
」
＝
写
真

＝
で
の
出
張
相
談―

な
ど
に
も
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
へ
の
移
住
の
大
き
な
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
市
が
運
営

す
る
「
移
住
立
国
あ
や
べ
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
す
。
移
住
・
定
住
に
役
立
つ

情
報
の
ほ
か
、
綾
部
市
の
魅
力
や
暮
ら

し
を
発
信
す
る
な
ど
、
内
容
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

空
き
家
登
録
を
推
進

　
現
在
の
本
市
へ
の
移
住
希
望
登
録
者

数
は
、
約
１
７
０
０
組
。
一
方
、
市
の

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
60
件
程
度

で
、
希
望
者
に
紹
介
で
き
る
物
件
が
少

な
い
の
が
課
題
で
す
。
市
は
昨
年
度
、

今
後
の
空
き
家
の
活
用
方
法
な
ど
を
問

う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
売
却
・
賃
貸

を
検
討
し
て
い
る
所
有
者
に
、
空
き
家

登
録
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
移
住
者
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
に

は
、空
き
家
の
流
動
化
が
鍵
。
市
で
は
、

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
相
談
・
問
い

合
わ
せ
は
、定
住
・
地
域
政
策
課
☎（
42
）

４
２
７
０
へ
。

　市はこのほど、移住を
促進するための動画を作
成しました。動画は「ここ
らへんのことつたえ隊」
と共同で制作。「移住立
国あやべ」のホームペー
ジ＝右下ＱＲコード＝で
公開しています。

　移住後をイメージしてもらおう
と、17組の移住者に密着した動画を
作りました。移住
までの経緯や生活
の様子を知ること
ができます。綾部
市での暮らしを楽
しんでいる皆さん
を、ぜひご覧くだ
さい。

綾部市での田舎暮らしを知ってもらうセミナー
も開催しています

昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
総
合
窓
口
（
以
下
、
窓
口
）
を
通
じ
て
移
住
し

た
人
は
39
世
帯
71
人
。
移
住
世
帯
数
は
、３
年
連
続
で
過
去
最
多
に
な
り
ま
し
た
。

動画でＰＲ！

移住者紹介動画

　市内には1000件以上の空き家があり
ますが、そのほとんどは利活用されて

いないのが現状です。
動画は、空き家の活
用方法と空き家を放
置するリスクを、ア
ニメーションを使っ
て分かりやすく説明
しています。お気軽
にご覧ください。

空き家対策啓発動画

移住者紹介
動画

空き家対策
啓発動画

定住・地域政策課
西山功祐

ここらへんのことつたえ隊
水田ウタコさん

５
月
は
「
消
費
者
月
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
正
し
い
知
識
と
判
断
力
を

身
に
付
け
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
気
軽
に
相
談
を

　
昨
年
度
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
４
２
件
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
つ
い
て

の
相
談
が
多
く
、
そ
の
内
容
は
初
回
分

の
み
安
く
買
え
る
化
粧
品
や
健
康
食
品

の
定
期
購
入
の
解
約
に
関
す
る
も
の
で

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
▽
訪
問
販
売
で
高

額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
▽
電
話
勧

誘
で
断
り
切
れ
ず
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
▽
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
届
い
た

―

な
ど
の
、
消
費
生
活
の
困
り
ご
と
や

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、同
セ
ン
タ
ー

☎
局
番
な
し
の
１
８
８
か
☎（
42
）４
２

６
３
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注
文
前
の
確
認
が
重
要

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に
は
事

前
の
確
認
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
場
合
、
注
文
前

に
▽
返
品
や
解
約
の
条
件
な
ど
が
明
記

さ
れ
て
い
る
か
▽
問
い
合
わ
せ
先
の
電

話
番
号
が
国
内
か
海
外
か
▽
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
評
判
は
ど
う
か―

な
ど
を

確
認
し
、
注
文
の
最
終
確
認
画
面
を
印

刷
し
て
、
契
約
内
容
を
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
４
月

に
開
設
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
Ｆ
Ａ
Ｑ

サ
イ
ト
＝
写
真
＝
で
、
時
間
を
問
わ
ず

い
つ
で
も
解
決
方
法
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
な

く
て
も
、
心
構
え
が
で
き
る
た
め
、
ご

覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

５
月
は
消
費
者
月
間

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
ろ
う

「消費者トラブルＦＡＱサイト」で検索す
るか、ＱＲコードを読み込んでください
ＦＡＱ＝よくある質問とその回答を集め
たもの
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掛
け
ま
し
た
。

　
移
住
者
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
に

は
、空
き
家
の
流
動
化
が
鍵
。
市
で
は
、

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
相
談
・
問
い

合
わ
せ
は
、定
住
・
地
域
政
策
課
☎（
42
）

４
２
７
０
へ
。

　市はこのほど、移住を
促進するための動画を作
成しました。動画は「ここ
らへんのことつたえ隊」
と共同で制作。「移住立
国あやべ」のホームペー
ジ＝右下ＱＲコード＝で
公開しています。

　移住後をイメージしてもらおう
と、17組の移住者に密着した動画を
作りました。移住
までの経緯や生活
の様子を知ること
ができます。綾部
市での暮らしを楽
しんでいる皆さん
を、ぜひご覧くだ
さい。

綾部市での田舎暮らしを知ってもらうセミナー
も開催しています

昨
年
度
、
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
総
合
窓
口
（
以
下
、
窓
口
）
を
通
じ
て
移
住
し

た
人
は
39
世
帯
71
人
。
移
住
世
帯
数
は
、３
年
連
続
で
過
去
最
多
に
な
り
ま
し
た
。

動画でＰＲ！

移住者紹介動画

　市内には1000件以上の空き家があり
ますが、そのほとんどは利活用されて

いないのが現状です。
動画は、空き家の活
用方法と空き家を放
置するリスクを、ア
ニメーションを使っ
て分かりやすく説明
しています。お気軽
にご覧ください。

空き家対策啓発動画

移住者紹介
動画

空き家対策
啓発動画

定住・地域政策課
西山功祐

ここらへんのことつたえ隊
水田ウタコさん

５
月
は
「
消
費
者
月
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
正
し
い
知
識
と
判
断
力
を

身
に
付
け
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
気
軽
に
相
談
を

　
昨
年
度
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
４
２
件
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
つ
い
て

の
相
談
が
多
く
、
そ
の
内
容
は
初
回
分

の
み
安
く
買
え
る
化
粧
品
や
健
康
食
品

の
定
期
購
入
の
解
約
に
関
す
る
も
の
で

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
▽
訪
問
販
売
で
高

額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
▽
電
話
勧

誘
で
断
り
切
れ
ず
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
▽
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
届
い
た

―

な
ど
の
、
消
費
生
活
の
困
り
ご
と
や

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、同
セ
ン
タ
ー

☎
局
番
な
し
の
１
８
８
か
☎（
42
）４
２

６
３
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注
文
前
の
確
認
が
重
要

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に
は
事

前
の
確
認
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
場
合
、
注
文
前

に
▽
返
品
や
解
約
の
条
件
な
ど
が
明
記

さ
れ
て
い
る
か
▽
問
い
合
わ
せ
先
の
電

話
番
号
が
国
内
か
海
外
か
▽
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
評
判
は
ど
う
か―

な
ど
を

確
認
し
、
注
文
の
最
終
確
認
画
面
を
印

刷
し
て
、
契
約
内
容
を
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
４
月

に
開
設
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
Ｆ
Ａ
Ｑ

サ
イ
ト
＝
写
真
＝
で
、
時
間
を
問
わ
ず

い
つ
で
も
解
決
方
法
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
な

く
て
も
、
心
構
え
が
で
き
る
た
め
、
ご

覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

５
月
は
消
費
者
月
間

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
ろ
う

「消費者トラブルＦＡＱサイト」で検索す
るか、ＱＲコードを読み込んでください
ＦＡＱ＝よくある質問とその回答を集め
たもの
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中上林の災害対応を強化

拡大版！

　市消防団（白波瀬博之団長）は４月17日、
八津合町の中上林公民館で、上林分団（中上
林地区）機能別消防団員の発足式を行いまし
た。団員は、消防団ＯＢなどで構成される54
～65歳の26人。勤務のため消防団員が少なくなる昼間の災害対応を強化します。
　団員を代表し、白波瀬団長から任命書の交付を受けた睦合町の福井由之さんは「地元のためにで
きることはないかと思い入団した。これまでの経験や土地勘を生かして、中上林地区の安全・安心
を守りたい」と決意を述べました。

550人が水源の里を駆ける

庁舎の地下をリニューアル

　４月９日、未舗装路を走る「トレイルラ
ン」の大会が市内で初めて開催されました。
睦寄町の二王公園を発着点に、シデ山を登
り二王公園に戻る15㌔と、二王公園を通過
し光野峠や福井県境の三国岳を回る50㌔の
２コースに全国から550人が参加。コース
内にはエイドステーションが設けられ、市
志公民館（五泉町）では市志汁（上林鶏の
芋煮）が振る舞われるなど、参加者は地元
の特産品を楽しみながら上林の大自然の中
を力強く駆け抜けました。

　市役所本庁舎の地下を改修しました。改修に
伴い、誰でも自由に使えるフリースペース（テ
ーブル席39席とカウンター席５席）を新たに設
置。併設している食堂や売店を利用するとき
や、手続きの待ち時間などに気軽にご利用くだ
さい。利用できるのは、開庁日の平日午前８時
30分から午後５時15分までです。

市道宮代豊里線の拡幅工事が完成
　市が平成28年度から進めてきた、宮代町と位田町を結ぶ
市道宮代豊里線のうち、最南区間（事業延長約165㍍、事
業費約4.5億円）の工事が完了。４月25日、あやべ・日東精

工アリーナ（市民セ
ンター、西町三丁目）
で式典を行い、地元
住民や関係者らが完
成を祝いました。今回の工事により、井倉踏切付近が拡幅さ
れ、通行の安全性と利便性が向上。ＪＲ綾部駅北側へのアク
セスが良くなり、駅周辺の活性化や交通緩和も期待されます。

綾部のまちなかに賑わい戻る

　あやべ丹の国まつり（同まつり実行委主催）が４月
29日、市街地周辺で開催。来場者約8,000人が、本市出
身のプロレスラーによる凱旋試合やクイズ、eスポーツ
大会、芸能発表会、模擬店など多彩なイベントを楽しみ
ました。１回目のまるばつクイズに優勝した栗町の四方
歩くん（７歳）は「学校や病院の数の問題が難しかった。
優勝できてうれしい」と笑顔を見せていました。
　また、この日は、青野町の由良川花庭園で30回記念
となるあやべ由良川花壇展を開催。花苗の販売やツリー
クライミング、特設ステージでのパフォーマンスが行わ
れ、会場は大いに盛り上がりました。

市立病院に新任医師
　青野町の市立病院（高升正彦院長）に５月１
日、泌尿器科の西垣遼医師が新たに赴任しまし
た。着任に当たり、西垣医師は「微力ながら皆
さんのお力になれるよう尽力し、綾部市での地
域医療に貢献したいと思います。よろしくお願
いします」と話しました。
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無
意
識
の
思
い
込
み
や
偏
見

　多
様
な
価
値
観
な
ど
を
認
め
合
う
社

会
の
実
現
を
妨
げ
る
一
つ
の
要
因
に
、

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
が
あ
り

ま
す
。
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

と
は
、
無
意
識
の
思
い
込
み
や
偏
見
の

こ
と
。
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
や
周
り

の
環
境
な
ど
か
ら
、
自
分
で
は
気
付
か

な
い
う
ち
に
身
に
つ
い
て
い
る
も
の
で

す
。　こ

れ
ら
の
思
い
込
み
や
偏
見
は
日
常

的
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
持
っ
て

い
ま
す
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に…

　次
の
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
血
液
型
で
そ
の
人
の

性
格
を
想
像
▽
評
判
や
う
わ
さ
で
相
手

を
見
る
▽
家
事
や
育
児
は
女
性
が
す
る

も
の
▽
普
通
は
こ
う
だ
、
こ
う
あ
る
べ

き
だ
と
決
め
つ
け
る―

な
ど
。

　こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
自
分
で

も
気
付
か
な
い
う
ち
に
「
決
め
つ
け
」

や
「
押
し
つ
け
」
を
し
て
し
ま
い
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ゆ
が
ん
だ
見
方

を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
意
識
の
偏
見
に
気
付
こ
う

　自
分
自
身
の
経
験
や
見
聞
き
で
身
に

付
い
た
感
覚
は
、
意
思
決
定
を
す
る
上

で
の
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。
問
題
と

な
る
の
は
ゆ
が
ん
だ
「
思
い
込
み
」「
決

め
つ
け
」「
押
し
つ
け
」
に
よ
っ
て
、

無
意
識
の
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
た
り

苦
し
め
た
り
す
る
こ
と
。
自
分
自
身
や

周
囲
が
持
つ
偏
見
に
気
付
く
こ
と
が
、

一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
認
め
合
う
社

会
の
実
現
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑬
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

両手の手のひらを上に向け、左
右から指先を２回近づける

今
月
の
手
話仕

　事

令和５年度
  古文書講座

江戸時代の古文書を
読んでみませんか？

日　程：※コースはどちらか１つを選んでください。
●初心者コース　初めて古文書を読む人
　７月22日（土）、８月12日（土）、９月16日（土）、
　10月21日（土）、11月18日（土）、12月23日（土）
●経験者コース　古文書を読んだことがある人
　10月21日（土）、11月18日（土）、12月23日（土）、輪読会（１月）
時　間：午後１時30分～３時（輪読会の日時は別途指定）
場　所：中央公民館（里町）　受講料：３００円（資料代）
定　員：各コース　25人（申込多数の場合、綾部市民優先で抽選）
締め切り：６月30日（金）（必着）
申し込み：①住所②氏名③年齢④（連絡がつく）電話番号
　　　　⑤希望コースを記入しメールかファクス、持参で
　　　　文化財担当へ。
主　催：市教育委員会、綾部史談会

＜問い合わせ＞
　社会教育課　〒623-8501　若竹町8-1
　電話（42）4328、ファクス（43）2134（資料館）
　メール：shakaikyoiku@city.ayabe.lg.jp
　※メール申し込みの場合は、shakaikyoiku@city.ayabe.lg.jpの
　　アドレスが受信できるように設定の変更をお願いします。

ふりがな

できたてのとち餅を手際よく袋詰めしていく（マスクは撮影の
ため一時的に外しています）

ミツマタ・シャガの開花に合わせて、
とち餅などの特産品を販売

と
ち
餅
作
り
が
元
気
の
源
に

　平
成
18
年
、
水
源
の
里
条
例
に
基
づ

き
初
め
て
指
定
さ
れ
た
集
落
の
う
ち
の

ひ
と
つ
が
「
老
富
」。
女
性
が
中
心
と

な
っ
て
農
産
物
の
販
売
や
加
工
に
取
り

組
も
う
と
、
大
唐
内
、
栃
、
市
茅
野
の

３
自
治
会
合
同
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
集
落
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は

年
間
１
万
７
千
人
が
訪
れ
た
観
光
地

「
ミ
ツ
マ
タ
・
シ
ャ
ガ
の
群
生
地
」
や

休
憩
所
「
花
や
ど
り
」
＝
写
真
左
＝
の

管
理
運
営
の
ほ
か
、
特
産
品
の
と
ち
餅

づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　と
ち
餅
は
、
ト
チ
ノ
キ
か
ら
採
れ
る

実
を
使
っ
て
作
る
集
落
の
人
気
商
品
で

す
。
実
の
ア
ク
抜
き
は
根
気
の
い
る
工

程
で
す
が
、
作
業
す
る
女
性
は
「
こ
の

仕
事
が
あ
る
か
ら
元
気
な
ん
や
で
！
」

と
笑
顔
。
代
表
の
酒
井
省
吾
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
地
域
を

存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

私たちの心のふるさと、水源の
里。集落の元気のヒミツや日々
を楽しく暮らすコツを探ります。

お
が
ら
ち

い
ち   

が

　や

水源の里 老富

水源の里 老富市役所

あやべ温泉

　コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
外
食
が
増

え
る
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
食
品
ロ
ス

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
を

　日
本
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
量
が
、
年
間

５
２
２
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

国
民
全
員
が
毎
日
お
に
ぎ
り
１
個
（
１

１
３
グ
ラ
ム
）
を
捨
て
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

　日
本
の
食
品
ロ
ス
量
年
間
５
２
２
万

ト
ン
の
う
ち
、
事
業
系
は
２
７
５
万
ト

ン
で
、
主
に
▽
規
格
外
品
▽
返
品
▽
売

れ
残
り
▽
食
べ
残
し―

な
ど
。
家
庭
系

か
ら
は
２
４
７
万
ト
ン
で
、
主
に
▽
食

べ
残
し
▽
手
つ
か
ず
の
食
品
（
直
接
廃

棄
）▽
皮
の
剥
き
す
ぎ
（
過
剰
除
去
）
な

ど―

が
発
生
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　一
人
ひ
と
り
の
「
も
っ
た
い
な
い
」

の
心
掛
け
に
よ
る
取
り
組
み
が
、
食
品

ロ
ス
や
ご
み
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
環

境
負
荷
の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。

　買
い
物
を
す
る
と
き
は
▽
買
い
物
前

に
冷
蔵
庫
や
食
品
庫
に
あ
る
食
材
を
確

認
す
る
▽
ま
と
め
買
い
を
避
け
、
必
要

な
分
だ
け
買
う
▽
期
限
表
示
の
意
味
を

正
し
く
理
解
す
る―

な
ど
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭
で
は
▽
野
菜
は

冷
凍
・
茹
で
る
な
ど
の
下
処
理
を
し
て

ス
ト
ッ
ク
す
る
▽
作
り
過
ぎ
て
残
っ
た

料
理
は
、
リ
メ
イ
ク
レ
シ
ピ
な
ど
で
工

夫
し
、
食
材
を
上
手
に
使
い
切
る
▽
体

調
や
家
族
の
予
定
も
配
慮
し
、
食
べ
切

れ
る
量
を
作
る―

な
ど
の
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

無
意
識
の
思
い
込
み
や
偏
見

　多
様
な
価
値
観
な
ど
を
認
め
合
う
社

会
の
実
現
を
妨
げ
る
一
つ
の
要
因
に
、

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
が
あ
り

ま
す
。
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

と
は
、
無
意
識
の
思
い
込
み
や
偏
見
の

こ
と
。
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
や
周
り

の
環
境
な
ど
か
ら
、
自
分
で
は
気
付
か

な
い
う
ち
に
身
に
つ
い
て
い
る
も
の
で

す
。　こ

れ
ら
の
思
い
込
み
や
偏
見
は
日
常

的
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
持
っ
て

い
ま
す
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に…

　次
の
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
血
液
型
で
そ
の
人
の

性
格
を
想
像
▽
評
判
や
う
わ
さ
で
相
手

を
見
る
▽
家
事
や
育
児
は
女
性
が
す
る

も
の
▽
普
通
は
こ
う
だ
、
こ
う
あ
る
べ

き
だ
と
決
め
つ
け
る―

な
ど
。

　こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
自
分
で

も
気
付
か
な
い
う
ち
に
「
決
め
つ
け
」

や
「
押
し
つ
け
」
を
し
て
し
ま
い
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ゆ
が
ん
だ
見
方

を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
意
識
の
偏
見
に
気
付
こ
う

　自
分
自
身
の
経
験
や
見
聞
き
で
身
に

付
い
た
感
覚
は
、
意
思
決
定
を
す
る
上

で
の
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。
問
題
と

な
る
の
は
ゆ
が
ん
だ
「
思
い
込
み
」「
決

め
つ
け
」「
押
し
つ
け
」
に
よ
っ
て
、

無
意
識
の
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
た
り

苦
し
め
た
り
す
る
こ
と
。
自
分
自
身
や

周
囲
が
持
つ
偏
見
に
気
付
く
こ
と
が
、

一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
認
め
合
う
社

会
の
実
現
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑬
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

両手の手のひらを上に向け、左
右から指先を２回近づける

今
月
の
手
話仕

　事

令和５年度
  古文書講座

江戸時代の古文書を
読んでみませんか？

日　程：※コースはどちらか１つを選んでください。
●初心者コース　初めて古文書を読む人
　７月22日（土）、８月12日（土）、９月16日（土）、
　10月21日（土）、11月18日（土）、12月23日（土）
●経験者コース　古文書を読んだことがある人
　10月21日（土）、11月18日（土）、12月23日（土）、輪読会（１月）
時　間：午後１時30分～３時（輪読会の日時は別途指定）
場　所：中央公民館（里町）　受講料：３００円（資料代）
定　員：各コース　25人（申込多数の場合、綾部市民優先で抽選）
締め切り：６月30日（金）（必着）
申し込み：①住所②氏名③年齢④（連絡がつく）電話番号
　　　　⑤希望コースを記入しメールかファクス、持参で
　　　　文化財担当へ。
主　催：市教育委員会、綾部史談会

＜問い合わせ＞
　社会教育課　〒623-8501　若竹町8-1
　電話（42）4328、ファクス（43）2134（資料館）
　メール：shakaikyoiku@city.ayabe.lg.jp
　※メール申し込みの場合は、shakaikyoiku@city.ayabe.lg.jpの
　　アドレスが受信できるように設定の変更をお願いします。

ふりがな

できたてのとち餅を手際よく袋詰めしていく（マスクは撮影の
ため一時的に外しています）

ミツマタ・シャガの開花に合わせて、
とち餅などの特産品を販売

と
ち
餅
作
り
が
元
気
の
源
に

　平
成
18
年
、
水
源
の
里
条
例
に
基
づ

き
初
め
て
指
定
さ
れ
た
集
落
の
う
ち
の

ひ
と
つ
が
「
老
富
」。
女
性
が
中
心
と

な
っ
て
農
産
物
の
販
売
や
加
工
に
取
り

組
も
う
と
、
大
唐
内
、
栃
、
市
茅
野
の

３
自
治
会
合
同
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
集
落
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は

年
間
１
万
７
千
人
が
訪
れ
た
観
光
地

「
ミ
ツ
マ
タ
・
シ
ャ
ガ
の
群
生
地
」
や

休
憩
所
「
花
や
ど
り
」
＝
写
真
左
＝
の

管
理
運
営
の
ほ
か
、
特
産
品
の
と
ち
餅

づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　と
ち
餅
は
、
ト
チ
ノ
キ
か
ら
採
れ
る

実
を
使
っ
て
作
る
集
落
の
人
気
商
品
で

す
。
実
の
ア
ク
抜
き
は
根
気
の
い
る
工

程
で
す
が
、
作
業
す
る
女
性
は
「
こ
の

仕
事
が
あ
る
か
ら
元
気
な
ん
や
で
！
」

と
笑
顔
。
代
表
の
酒
井
省
吾
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
地
域
を

存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

私たちの心のふるさと、水源の
里。集落の元気のヒミツや日々
を楽しく暮らすコツを探ります。

お
が
ら
ち

い
ち   

が

　や

水源の里 老富

水源の里 老富市役所

あやべ温泉

　コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
外
食
が
増

え
る
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
食
品
ロ
ス

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
を

　日
本
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
量
が
、
年
間

５
２
２
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

国
民
全
員
が
毎
日
お
に
ぎ
り
１
個
（
１

１
３
グ
ラ
ム
）
を
捨
て
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

　日
本
の
食
品
ロ
ス
量
年
間
５
２
２
万

ト
ン
の
う
ち
、
事
業
系
は
２
７
５
万
ト

ン
で
、
主
に
▽
規
格
外
品
▽
返
品
▽
売

れ
残
り
▽
食
べ
残
し―

な
ど
。
家
庭
系

か
ら
は
２
４
７
万
ト
ン
で
、
主
に
▽
食

べ
残
し
▽
手
つ
か
ず
の
食
品
（
直
接
廃

棄
）▽
皮
の
剥
き
す
ぎ
（
過
剰
除
去
）
な

ど―

が
発
生
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　一
人
ひ
と
り
の
「
も
っ
た
い
な
い
」

の
心
掛
け
に
よ
る
取
り
組
み
が
、
食
品

ロ
ス
や
ご
み
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
環

境
負
荷
の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。

　買
い
物
を
す
る
と
き
は
▽
買
い
物
前

に
冷
蔵
庫
や
食
品
庫
に
あ
る
食
材
を
確

認
す
る
▽
ま
と
め
買
い
を
避
け
、
必
要

な
分
だ
け
買
う
▽
期
限
表
示
の
意
味
を

正
し
く
理
解
す
る―

な
ど
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭
で
は
▽
野
菜
は

冷
凍
・
茹
で
る
な
ど
の
下
処
理
を
し
て

ス
ト
ッ
ク
す
る
▽
作
り
過
ぎ
て
残
っ
た

料
理
は
、
リ
メ
イ
ク
レ
シ
ピ
な
ど
で
工

夫
し
、
食
材
を
上
手
に
使
い
切
る
▽
体

調
や
家
族
の
予
定
も
配
慮
し
、
食
べ
切

れ
る
量
を
作
る―

な
ど
の
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と


